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研究成果の概要（和文）：この三年間、主に「三種音義」（『大般若経音義』（石山寺本）、『大般若経字抄』
（石山寺本）、『大般若経音義』（無窮会本）の写本仏経音義）を資料として、漢字学、特に異体字比較研究の
角度から研究してきた。その成果は、学術雑誌にて出版した論文が13篇、専著一冊、また国際学術会議で発表し
た論文が15点になる。その意義を特筆するとすれば、「三種音義」の学術的価値を国際的視野の下に仏教音義研
究を位置づけつつ、その資料の重要性を広く学界に紹介することでもある。さらに、異体字研究を通して、漢字
が東伝し、新羅や日本へ流入、発展、変遷した過程を跡付ける漢字の文化史を明らかにすることも兼ねる。

研究成果の概要（英文）：In the past three years I have been conducting a research mainly on “Three 
Kinds of Sounds and Glosses” (The Hand-copy Manuscripts of The Sounds and Glosses on the 
Mahaprajnaparamita Sutra [Ishiyamadera and Mukyukai recensions, and the Excerpt of the Ishiyamadera 
Mahaprajnaparamita Sutra] from the vantage point of Chinese character studies, especially in the 
light of comparative variant-character analyses. It resulted in the formal publication of thirteen 
articles in scholarly journals, one monograph, and fifteen conference papers. To highlight the 
significance of the fruits of my research, it is to put the value of the study of the sounds and 
glosses of the Buddhist sutras in international perspectives and to introduce its scholarly 
importance to the academic world. Furthermore, through the study of the variant characters, it also 
clarifies the cultural history of Chinese characters as they were introduced to Silla, Korea and 
Japan where they had developed in their respective ways.

研究分野：漢字学、漢文仏典語言学、中国語史、言語学

キーワード： 仏経音義　大般若経音義　漢字　異体字

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

研究開始当初の背景 

（1）私はこの十数年間仏経音義研究に従事

してきた。特に 2009 年からは、日本単経音

義と漢字研究が主要な課題であった。俗字、

則天文字、異体字、疑難字、漢字訓詁、漢字

部首等の研究テーマである。本研究課題は、

上記の研究成果を基礎として、より新しく、

高度に専門的な研究と性格づけられよう。 

（2）「三種音義」、即ち『大般若経音義』（石

山寺本）、『大般若経字抄』（石山寺本）、『大

般若経音義』（無窮会本）等の写本仏経音義

中の漢字、特に異体字研究の資料は、豊富に

あり、海外の学者にはあまり知られていない。

また、日本の研究者が仏経音義を研究対象に

する際、専ら国語史上での和訓、古籍訓点、

漢字音等の方面に関心が向けられ、漢字学及

び専門的な異体字研究の角度からは、踏み込

んだ研究が見られない。 

このような研究状況に鑑み、私が本研究課

題を申請した動機は、三点ある： 一、日本

の仏経音義「三種音義」を研究資料の根幹と

し、古代日本の異体字研究の空白を填補する

こと。二、日本古代の「単経音義」を漢字の

異体字研究中に正しく位置づけ、中国を始め

とする外国の漢字研究との学問的リンクを

形成することにより、漢字史研究の国際的潮

流を誘起すること。三、国内外の学者による

研究成果を比較しつつ、文字体系としての漢

字の使用について、日·中·韓間の差異と共通

性を考察すること。それによって、「普遍性」

(pervasiveness)と「個別性」(idiosyncrasy) 

が明確になり、漢字が日本へと伝播し、或い

は独自に或いは中国での漢字使用に影響さ

れつつ発展していった経路をたどるといっ

た漢字の文化史構築である。異体字という特

殊の文字の使用現象という角度から漢字発

展史を探るというアプローチは、今まで嘗試

されなかったことである。これによって「伝

播」、「受容」、「変容」(transformation) とい

う文化史的な側面が新しい角度から浮き彫

りにされ、異体字研究分野に一陣の新風を吹

き込むことにもなると予想した。 

 
２．研究の目的 

本研究は、『大般若経音義』三種、即ち①

奈良時代の僧信行撰（石山寺本，平安初期写

本）；②歌人藤原公任撰（石山寺本，平安末

期写本）；③作者不詳（無窮会本，鎌倉初期

写本）―以下「三種音義」と簡称―を原資料

とし、これらに見られる大量の異体字につい

て、様々な角度から検討を加えることにより、

“専経異体字字書”の性格を具えもつ日本独

特の「単経音義」（中国の「一切経音義」と

対比）が、異体字研究に提供する価値を正し

く評価することを主目的とした。更に、日·

中·韓に散在する異体字資料及びその研究成

果を渉猟、比較分析し、「三種音義」をそれ

らの「縮影」と捉え、古代日本の学僧や知識

人の漢字の認知程度や漢字が日本へと伝播

し、如何に発展していったかという漢字文化

史の側面も明らかにすることを副目的とし

た。 

 
３．研究の方法 
（1） 一次資料の調査と整理・分析。以下三
点ほど記す： 

一，既刊の未見資料を網羅的に収集し、そ

れら資料の閲読に重点をおきながら、当該分

野の先行研究の調査、整理。入手した重要な

資料をスキャンし、漢字ごとの形音義に関す

る画像付きデータベースを構築。特に「三種

音義」を精読し、異体字の使用状況の全体像

の把握に努めた。 

  二，「三種音義」を全てスキャンし、デー

タベース構築。また、『大般若経音義』系統

以外の奈良·平安·鎌倉時代に編まれた「単経

音義」古写本を収集し、関連する音義資料や

異体字資料から有意義な部分を抜粋し、デー

タベースに追補。これも古写本仏経音義にお

ける異体字使用状況の全体的な把握を目指

す基礎作業に属す。 

  三，既刊の大型資料収集のほかに、奈良、



平安時代に使用された漢字、唐代の異体字関

係資料の網羅的な収集。 

（2）先行研究の検討 

既刊の研究書、研究論文を閲読、ノートを

取る作業を進めた。対象は、中国の『説文解

字』、『玉篇』、『干禄字書』、『五経文字』、『九

経字様』、『龍龕手鑑』、また台湾教育部所編

『異体字典』等。日本の文献としては、杉本

『異体字研究資料集成』（一期、二期）にも

収録されている『異体字辨』、『異字篇』、『別

体字類』、『古今異字叢』、『異体字彙』、『異体

同字編』、及び日本漢字字体規範データベー

ス編纂委員会(代表：石塚晴通)『漢字字体規

範データベース』等。韓国のものとしては、

李圭甲著『高麗大蔵経異体字典』等。これら

の書に引用された異体字をスキャンし、原本

と比較し、正確さを確認した。これは異体字

分析の基本的かつ核心的な作業である。しか

し、「三種音義」に於ける異体字研究に関し

ては、今まで先行のものがないため、ほとん

どバージンフィールドと言ってよく、私の研

究成果は、新鮮なものと思われる。 

(3) “個案”考察 

奈良から鎌倉時代にかけて用いられた異

体字の一つ一つ（所謂“個案”）を対象とし、

「三種音義」との内容の異同、特徴、さらに

同時期のその他の単経音義古写本といかに

関連づけられるか比較研究を行った。そのよ

うな方法を採ることにより、古代より伝承さ

れてきた『大般若経』及び写本仏経に見られ

る実際の用字法が明らかになり、日本古代に

おける異体字の認識、理解等の総括的叙述が

可能になったと思う。 

（4）比較研究及び綜合的研究 

中·韓両国に於ける異体字資料、研究成果

を取り入れ、特に国際的視野の下で研究した。

その際、中国敦煌の遺書、石刻文献等、中古

の異体字、韓国高麗蔵経異体字を焦点に据え、

漢字が東伝し、新羅や日本へ流入、発展、変

形した過程を跡付けた。 

異体字を収録した日本の資料、中国、韓国

に存在する関連資料を調査・整理。これらの

基礎作業の後、各資料に見られる異体字の比

較考察を進め、「単経音義」古写本が古代日

本の仏教界、官界で果たした役割や漢字伝播

の具体的な様相といった漢字文化史の一端

も解明するよう努力した。 

 

４．研究成果 

  この三年間、主に「三種音義」（既に言及）

を資料として、漢字学、特に異体字比較研究

の角度から研究してきた。その成果は、学術

雑誌にて出版した論文が 13 篇、専著一冊、

また国際学術会議で発表した論文が 15 点に

なる。これらは、国際的視野からは、新しい

貢献があるとも思われ、幾つかは、インパク

トがあると自負する。但し、日本仏経音義の

漢字研究の内容は、非常に豊富であり、未だ

研究する課題は残っている。 
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